
9/1に行われた政府による大規模地震時医療活動訓練に神奈川ＪＲＡＴ（理学療法士会災害

対策委員会より２名、作業療法士会災害対策班より１名、言語聴覚士会より１名の計４名）

として参加しました。 

今回の訓練は、羽田空港辺りを震源とする首都直下地震で発災が前日の昼間の想定でした。

私たちは、まず等々力競技場内に設置された川崎市災害本部へ行き、川崎区役所で川崎区 

保健福祉センター医療衛生班と避難所の情報を収集することを任命されました。 

１人は川崎区役所の本部に残って情報をまとめること、３人は区役所職員と一緒に避難所

６ヶ所を巡回することを行いました。 

避難所の情報を管理人の方に伺い、それをＥＭＩＳに入力しました。本部へ戻ってからも

巡回の様子を口頭で報告し、訓練は終了となりました。 

今回の様に行政の方々と一緒に訓練することが全国の中でも珍しい事であり、顔が見える

関係性作りやリハビリテーションスタッフが災害時にできることを広報することができま

した。災害時に最も連携すべき行政との関係が深められた、良い機会となりました。今後

も本会だけでなく他機関と一緒に改善を進め、迫りくる災害に備えていきたいと思います。 

神奈川県理学療法士会災害対策委員会   今川 祐子         

                                   松田 梓 

               神奈川県作業療法士会災害対策班     大郷 和成 

               神奈川県言語聴覚士会          君島 恵  

 

 

 

【川崎市本部の様子】10：50 

 

 



 

【川崎市本部での任務受理】11:00         【川崎区役所での受付】11:50 

   

 

【川崎区役所での任務受理】12:00     【巡回する避難所の地図】 

   

 

【巡回へ出発】12:45          【巡回中】 

   



【川崎区役所本部】           【クロノロジー（出来事を時系列にまとめる）】 

   

 

【巡回より戻り、本部へ報告】14:45    【訓練反省会】15:00 

   

 

【訓練終了】16:00 

    


